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＜連絡事項＞
・満足度アンケートを12/1（火）から実施します。

実施期間：12/1（火）～12/7（月）の１週間
（※五福・南陽館のみ12/1（火）～12/14（月）の２週間実施）
＜患者様連絡事項＞
・原　吉郎　様～クロザリル同内容で2週間分処方
・杉澤　恵子様～臨時薬同内容で7日分処方
・蕨　真理　様～臨時薬同内容で7日分処方
・岡沼　和久様～薬剤調整の希望あり、本日のみ就床前薬にトリアゾラム（0.25）1T追加。11/25からアナフラニール（25）1T、ベルソムラ（20）1Tが止め、就床前薬にトリアゾラム（0.25）2T追加となり、3日分処方。服薬指導の指示受け、薬局へ連絡しています。
ハップスター2P処方となっています。

＜要注目患者様＞
・岡沼　和久様～本人から、「今まで眠剤にハルラックを飲んでいたから入れてもらいたい。昨日は夜間に眠れていない事もあって、作業を休みたいと思ったのに行けって声をかけられて、買物に行きたかったのに買い物は声をかけられなかったからイライラした。今後仕事をしたいと持っているから、このまま入院生活に慣れてしまうのは困る。薬の調整が徐々に出来てきたら外泊を重ねて年内に退院したい」と訴え聞かれています。薬剤については調整を主治医へ依頼する事、薬剤の内容については薬剤師から説明をしてもらえるよう指示を受ける事を説明。本日より薬剤調整となっています。引き続き夜間の睡眠状況を観察行っていきます。
・井上　和美様～中村様と笑顔で交流を持っているが、急に表情が急変し「近寄るな、殴ってやるぞ。俺は保護室に入る！」と大声で怒鳴り、殴る素振りを見せています。接触はみられず、直前まで話しかけていたのは井上様である事を振り返っていますが、「中村はコロナ菌を持っている。唾をつけて感染させようとしている。今までもジュース盗んだだろ。こんなバカばっかりの所に入院していても何にもならない。」と訴え、ホールで過ごしてる方を大声で威嚇し叫ぶ様子続き、スタッフ及び周囲への暴言聞かれています。
昼食後にも、血相を変えて来詰され「今、ありゃあ（中村（豊）様）部屋さ入ってきて、いたずらする気になって、かかってきたから、やめろって喋った。ダメだすけ、スタッフさ教えに来たのだ。ありゃあ、ダメだじゃ。どこかさやってけろじゃ！」と興奮し訴えています。中村様へも事情を確認していますが、何もしていないと話しており、同室者からも、中村豊様は何もしておらず、井上様が急に部屋に入ってきて暴力を振るおうとした状況であると報告受けています。本人様は、スタッフが4階から降りてくるのを待っていて、「何って喋ってらっけ？」と聞いて来られています。スタッフの説明には納得した様子でＴＶを観て過ごされています。以後も眼光鋭く中村様を睨む様子みられていますが、接触やトラブルはありません。引き続き精神症状観察していきましょう。
・中村　寿昭様～大声を出す患者様への恐怖感を訴える事はありますが、不安感の増強はみられません。他者と適度に距離をとりながらホールで過ごされています。本人の訴えを傾聴し、対応していきましょう。
・山下　幸子様～本日も午前中のリハプロには参加していますが、病棟に戻ってから眩暈の訴えが聞かれています。血圧の低値はありません。最近入眠時間が遅くなり起床時間は変わらない為、疲労蓄積している事を振り返っています。本人が入眠時間についてスタッフから指摘されたくないと訴えるため、それであれば自身でコントロールして体調を崩さないよう説明しています。
他にも、数名の患者様への不満から作業療法の時間を変更したいと訴えたり、部屋の変更を希望されています。本人の希望通りに全てを変更できるわけではなく、誰と一緒になっても我慢しなくてはいけない部分はある事を説明に、渋々納得されています。

